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１．事業の概要 

（１）目的 

旭川・紋別自動車道は、北海道縦貫自動車道比布ジャンクショ

ンから分岐し、紋別市に至る延長１３０ｋｍの一般国道の自動車

専用道路であり、北海道縦貫自動車道と一体となって道央圏・道

北圏とオホーツク圏を結ぶ高速交通ネットワークを形成します。 

このうち白滝丸瀬布道路は、旭川・紋別自動車道の一部を形成

する白滝インターチェンジから丸瀬布インターチェンジに至る

延長約１６ｋｍの事業であり、道北圏とオホーツク圏の連携強化

を図り、物流効率化の支援や個性ある地域の形成、円滑なモビリ

ティの確保に寄与する道路です。
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■位置図 
 

 

 

 

 

■事業概要図 
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（２）計画の概要 

① 起点    ‥‥北海道
ほっかいどう

紋別
もんべつ

郡遠軽
えんがる

町白滝
しらたき

 

  終点    ‥‥北海道
ほっかいどう

紋別
もんべつ

郡遠軽
えんがる

町丸瀬布
まるせっぷ

字 南
みなみ

丸
まる

 

② 計画延長  ‥‥１６．０ｋｍ 

③ 幅員    ‥‥（１２．０ｍ）２３．５ｍ 

④ 構造規格  ‥‥１種２級 

⑤ 設計速度  ‥‥１００ｋｍ/ｈ 

⑥ 車線    ‥‥（暫定２車線）完成４車線 

⑦ 事業主体  ‥‥北海道開発局 
 

 

■横断面 

 

 

（暫定２車線） 
（単位：ｍ） 

CL

2.50 2.507.00

12.00

 
 

完成４車線 
（単位：ｍ） 

CL

2.50 2.507.00

23.50

7.004.50
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（３）経緯 

平成 ６年度  事業化 

平成 ８年度  環境影響評価手続完了 

平成１０年度  用地補償着手 

平成１１年度  工事着手 

平成１８年度  部分供用 Ｌ＝１０．４ｋｍ 
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（４）事業化以降の周辺環境の変化 

当該事業周辺では、平成６年度の事業化以降、平成１９年度末

までに旭川・紋別自動車道が順次延伸整備され、現在では全延長

１３０ｋｍのうち約５０％の約６５ｋｍが供用しています。また、

平成２０年８月に浮島インターチェンジ～白滝インターチェンジ

間で新規インターチェンジとして奥白滝インターチェンジが供用

開始しました。 

当該路線周辺では、平成１５年度に旭川・紋別自動車道に接続

する北海道横断自動車道が士別剣淵インターチェンジまで供用さ

れました。 

周辺の観光施設では、行動展示で注目をあびた旭川市の旭山動

物園の入場者数は、平成１６年度頃より急増し、平成１８年度以

降の入場者数は３００万人を超えて全国２位となっているほか、

平成１７年７月、知床が世界自然遺産に登録されました。 

また遠軽町は、平成１７年１０月に遠軽町、白滝村、丸瀬布町、

生田原町が遠軽町として合併しました。 
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旭山動物園（旭川市） ■入園者数の推移 

資料：旭山動物園 HP 

入場者数：307 万人 

全国第２位！ 

■旭川・紋別自動車道の供用の変遷 

資料：網走開発建設部

平成 17 年７月  

知床世界自然遺産登録

知床(世界自然遺産) 

資料：北海道観光入込客数調査報告書 

入込客数：144 万人(H19) 
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（５）事業の進捗状況 

白滝丸瀬布道路は、平成２０年度末で、用地進捗率１００％、

事業進捗率８０％（９７％）です。 
 

 

 

 

 

 

 

測量・地質調査 １００％ 

 

設計 １００％ 

 

用地進捗率 １００％ 

 

事業進捗率 ８０％（９７％） 

※用地進捗率は用地補償費投入ベース 平成２０年度末 

※事業進捗率は事業費投入ベース 

※（ ）書は暫定２車線整備 

凡例：数字は進捗率
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２．事業の必要性等 

（１）客観的評価指標「一般国道（高規格Ｂ）」 
 

政策目標 指  標 
資料

ページ

○ 並行区間等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率  

□ 並行区間等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される  

■ 
並行区間等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する又は新たなバス路線が期待でき

る 
14 

□ 新幹線駅へのアクセス向上が見込まれる  

円滑なモビリテ

ィの確保 

□ 空港法による空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる  

■ 特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が見込まれる 15 物流効率化の支

援 ■ 農林水産業を主体とする地域から大都市圏への農林水産品の流通の利便性向上が見込まれる 9,10

□ 都市再生プロジェクトを支援する事業である  

□ 三大都市圏の環状道路を形成する  都市の再生 

□ 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり  

■ 当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する 8 

□ 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を 短時間で連絡する路線を構成する  
国土・地域ネッ

トワークの構築 

□ 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる  

□ 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する  

■ IC等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する 11,12

 

活 

力 

個性ある地域の

形成 

□ 新規整備の公共公益施設へ直結する道路である  

２ 

暮 

ら 

し 

安全で安心でき

るくらしの確保 
■ 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 13 

安全な生活環境

の確保 
□ 

並行区間等に死傷事故率が500件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の減少、歩道の設置又は線

形不良区間の解消等により、当該区間の安全性の向上が期待できる 
 

■ 
対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがあ

る、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）として位置づけあり
16 

□ 緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する  

□ 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する  

３ 

安 

全 災害への備え 

□ 並行区間等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間の代替路線を形成する  

地球環境の保全 ● 対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量 17 

○ 並行区間等における自動車からのNO2排出削減率（三大都市圏のみ算出）  

○ 並行区間等における自動車からのSPM排出削減率（三大都市圏のみ算出）  

□ 
並行区間等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回ることが期待される区

間がある 
 

４ 

環 

境 
生 活 環 境 の 改

善・保全 

□ その他、環境や景観上の効果が期待される  

□ 他機関との連携プログラムに位置づけられている  
５ 

そ 

の 

他 

 

■ その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が期待される 18 

注：●は定量的に評価を行う指標 

  ■は効果のある指標 
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客観的評価指標① 

「当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するル

ートを構成する」 

当該事業は、旭川圏の拠点都市である旭川市と紋別圏の拠点都

市である紋別市を新たに連絡する高規格幹線道路旭川・紋別自動

車道の一部を構成します。 

当該事業の整備により、旭川市から遠軽町を経由し、紋別市、

北見市への拠点都市間のアクセス性が向上します。 
 

 

 

北見市 
人口：129,365 人(H17) 公共施設：23 箇所（H18）

学校：75 校(H18)    医療施設：133 施設(H18)

大規模小売店舗：42 店(H20) 

社会福祉施設 ：87 箇所(H17) 

紋別市 
人口：26,632 人(H17) 

公共施設：7箇所(H18) 

学校：22 校(H18) 

医療施設：27 施設（H18）

大規模小売店舗：6店（H20）

社会福祉施設:18 箇所(H17)

資料：H19 北海道市町村勢要覧、2008 全国大型小売店総覧(東洋経済)、H18 北海道保険統計年報 

※北見市のデータは合併後のデータです。 

旭川市 
人口：355,004 人(H17) 公共施設：38 箇所(H18) 

学校：156 校(H18)   医療施設：499 施設(H18)

大規模小売店舗：77 店(H20) 

社会福祉施設 ：148 箇所(H17) 

■遠軽町－旭川市間アクセス時間の変化 ■北海道の高規格幹線道路網の計画 

資料：道路交通センサス（H17） 

   ※道央自動車道、旭川・紋別自動車道は 70km/h、 

但し、丸瀬布遠軽道路は 80km/h で算出 

旭川－紋別･北見間の

所要時間が短縮 

資料：北海道開発局 

171

142

133

120

100 120 140 160 180

旭川･紋別自動車道 未整備
国道242号-国道333号-国道273号-国道39号

国道242号-国道333号-白滝IC-浮島ＩＣ-国道273号-上

川天幕-比布JCT-旭川北IC-鷹栖東神楽線-国道40号

国道242号-国道333号-丸瀬布IC-浮島ＩＣ-国道273号-

上川天幕-比布JCT-旭川北IC-鷹栖東神楽線-国道40号

国道242号-国道333号-豊里IC-比布JCT-旭川北IC-鷹

栖東神楽線-国道40号

白滝丸瀬布道路 未整備

白滝丸瀬布道路 整備

旭川･紋別自動車道 整備

0 分

２９分短縮

３８分短縮

５１分短縮
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客観的評価指標② 

「農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利

便性向上が見込まれる」 

＜水産品流通の利便性向上＞ 
網走支庁は、北海道有数の水産地域であり、平成１８年度の漁

業生産高は約５２０億円で、全道第１位となっています。 
網走支庁の主要な水産物であるほたては、全国の漁獲高の約５

割を占めており、このうち、網走支庁内の加工場で生産された生
食用貝柱や冷凍貝柱は、旭川・紋別自動車道や国道等を経由して、
札幌市や関東、関西方面へ出荷されています。 

付加価値の高い生食用貝柱は、網走支庁は消費地から遠隔に位
置しているため、輸送時間の短縮が課題となっていました。 

当該事業の整備により、網走支庁と道内・道外の大消費地市場
等との高速交通体系が強化され、水産品流通の利便性向上が図ら
れています。 

 
 

北見市
14.3%

湧別町
9.0%

佐呂間町
3.6%

その他
オホーツク圏

21.3%

その他道内
51.3%

全国
（北海道を除く）

0.5%

H18
ほたて漁獲量

（全国）
271,928ﾄﾝ

【水産品輸送会社の声】 
 ほたて生食用貝柱は、毎日、苫小牧港発 19 時のフェリーにあわせて午前中に加工場を出発しています。しかし、

ほたて加工品の出荷量が多い日や水揚げ時間が遅れた日など、年間の約半分は出発時間が午後になってしまうた

め、輸送時間が短縮できる旭川・紋別自動車道を利用しています。 

517

515

465

361

281

0 200 400 600

網走

根室

渡島

宗谷

釧路

（億円/年）

全道１位網走

ホタテ貝水揚げ作業風景(湧別町) 

■ほたて貝の漁獲量割合（H18）

大消費地市場への 

迅速な水産品輸送に寄与 

写真：湧別漁業協同組合提供 

資料：北海道水産現勢 

資料：湧別・常呂漁業協同組合ﾋｱﾘﾝｸﾞ 

   平成 18 年漁業・養殖業生産統計年報 

■ホタテ貝の道外への出荷状況 

■全道支庁別漁獲高 

(H18:上位５支庁) 

資料:平成 18 年漁業・養殖業生産統計年報
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＜農畜産物の輸送利便性の向上＞ 

網走支庁の平成１８年度における農業産出額は、約１，７００

億円で、全道第２位となっています。特に、当該地域は北海道有

数の酪農地帯であり、農業産出額のうち、畜産が約４割を占めて

おり、肉用牛の飼養頭数も近年増加傾向にあります。網走支庁で

生産された生体牛は、佐呂間町の市場で売買され、当該路線を経

由して苫小牧港や小樽港から関東、関西方面などへ輸送されてい

ます。生体牛は輸送のストレスに敏感であり、揺れが少ない安定

した輸送が必要となります。 

当該路線の整備により、輸送時間が短縮されるとともに、安定

性、安全性の高い輸送が可能となり、農産品輸送の利便性向上が

期待されます。 
 

 

 

畜産
692億円

40％
耕種等

1,019億円
60％

Ｈ１８
オホーツク圏
農業産出額
1,711億円 4

.1

5
.5

6
.6 7

.1 7
.2

0

2

4

6

8

H2 H7 H17 H18 H19

（万頭）

資料：Ｈ18 北海道農林水産統計 

2 ,402

1 ,711

1 ,297

1 ,089

740

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

十勝 網走 上川 空知 根室

（億円）

全道２位

網走

■支庁別農業産出額上位５支庁 ■網走支庁の農業産出額内訳 

資料：Ｈ18 北海道農林水産統計

■網走支庁の 

肉用牛飼養頭数の推移

資料：北海道農林水産統計 

■生体牛の輸送状況 
【生体牛輸送業者の声】 

北見家畜市場から道内外の
購買者の牧場まで生体牛を輸
送しています。生体牛は、揺れ
や振動により倒伏の危険性が
あり、また、輸送の際には適切
な管理（給餌、休憩等）を行う
など、牛にストレスがかからな
いような運転が要求されます。

このため、高規格道路の利用
を基本としています。旭川紋別
自動車道（比布 JCT－愛別 IC
間）の供用前は、旭川市内の信
号や交差点で慎重なハンドル
操作やブレーキが必要でした
が、当該区間の利用により、旭
川市内を回避することが可能
となり、生体牛輸送の効率化が
図られ、牛に与えるストレスが
軽減されています。 

資料：生体牛輸送業者ヒアリング 

畜産が約４割

年々増加

全道２位 

輸送のストレスに 

弱い生体牛の 

安定輸送に寄与 
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客観的評価指標③ 

「ＩＣ等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する」 

当該地域は、大雪・知床の２つの国立公園を有する自然豊かな

観光地を形成しており、平成１９年度の観光入込数は約２，１０

０万人となっています。特にオホーツク圏は、流氷砕氷船を運航

する紋別市や網走市など、冬期観光でも人気が高い地域で、オホ

ーツク圏と旭山動物園などの道北圏を広域周遊する冬期観光ツア

ーが行われています。 

しかしながら、冬期のオホーツク圏は、急勾配、急カーブなど

が多く、気象条件の厳しい峠越え区間の存在など、安全で円滑な

冬期交通の確保が課題となっています。 

当該事業の整備により、冬期の観光交通の円滑化及び安全性の

向上が図られ、オホーツク圏の冬期観光における利便性向上が期

待されます。 
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■冬期観光ツアールートの事例と主要観光地 

【観光バス事業所の声】 

 旭川・紋別自動車道の整備により、冬期の移動時間が短縮し、到着時間の遅れの解消が図られるとと

もに、峠区間をさけた安全なツアールートが確保され、ドライバーの運転疲労も軽減するため、今後の

整備促進を期待しています。 

■月別観光入込客数比率 

資料：北海道観光入込客数調査報告書(H19)

資料：旭山動物園ＨＰ 

■旭山動物園の入園者数推移 

冬期開園期間延長により、冬期の入園者も増加。

網走市は、

冬期観光入

込客数シェ

アが高い。

流氷砕氷船（おーろら号） 

旭山動物園 

資料：近畿日本ツーリストＨＰ 網走市・紋別市資料

流氷砕氷船（ｶﾞﾘﾝｺ号） 

入込：11.9 万人/H19 入込：3.6 万人/H19
冬期の観光交通の 

円滑化、安全性が向上 

知床(斜里町) 
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＜旭川・紋別自動車道延伸供用の効果＞ 

スキー客の減少で休業していた遠軽町白滝の北大雪スキー場は、

旭川・紋別自動車道の延伸供用などで一定の集客が見込めるもの

と判断し、平成１９年３月に８年ぶりに営業を再開しました。 

現在は１２月上旬～１月中旬､３月上旬～５月上旬に営業し、ス

キー場駐車場は満車状態が続くなど、にぎわいを見せており、北

見方面や旭川、札幌市方面など道内各地からの来訪が見られます。 

また、当スキー場のクロスカントリーコースでは「白滝犬ぞり

ツーリングフェスティバル」が開催を開始しました。 

当該路線の整備により、周辺観光施設等への移動時間の短縮や

峠などの隘路回避による安全性向上に寄与し、地域観光の活性化

を支援します。 

 

 

 

 

 

北大雪スキー場 北大雪スキー場(駐車場) 

室蘭
1%

他県
4%

函館
2%帯広

2%

釧路
3%

札幌
13%

旭川
32%

北見
44%

■北大雪スキー場来場車両

ナンバープレート調査結果

資料：北大雪スキー場 

平成19年3月15日～5月6日の調査結果（Ｎ＝2,594） 

スキー場への移動時

間短縮や安全性向上

に寄与し、地域観光

の活性化を支援 

8 7

11

0

2

4

6

8

10

12

H11 H18 H19

（
千

人
）

H11.5月

スキー場休業

H19.3月

スキー場再オープン

■北大雪スキー場の入場者数の推移 

資料：北大雪スキー場 

短期間営業（12 月上旬～１月中旬、

３月上旬～５月上旬）にかかわらず、

休業前より多い入場者数 

クロスカントリーコースにて平成 20

年から「白滝犬ぞりツーリングフェ

スティバル」が開催しました。 
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客観的評価指標④ 

「三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる」 

沿線地域の主な救急搬送先は、旭川市、北見市、遠軽町となっ

ています。現在、遠紋地域には３次医療施設が無く、施設のある

旭川市や北見市まで救急搬送している状況であり、旭川・紋別自

動車道の延伸整備に伴い、旭川市への搬送比率が多くなっていま

す。 

当該道路の整備によって、高速性に優れ、揺れが少ないことか

ら、支庁境を越えるオホーツク地域の救急医療に貢献するととも

に、遠軽町周辺地域の緊急搬送にも寄与します。 
 

 

 

59%
(20件)

57%
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71%
(25件)
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34%
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100km

旭川市 北見市 旭川･紋別自動車道 供用延長

【遠軽地区広域消防組合の声】 

 旭川市への救急搬送には、旭川・紋別自動車道

を利用しています。 

 脳血管障害の患者の場合には、急ブレーキを踏

むと脳に血液が流れるため、医師からは急ブレー

キを踏まないよう指導されています。 

 旭川･紋別自動車道の整備により、搬送時間の短

縮や現道の急カーブ区間の回避が可能となり、よ

り迅速で安定した救急搬送ができるため、早期の

整備を期待します。 

■旭川市への救急搬送状況（Ｈ19） 

資料：網走開発建設部、旭川赤十字病院ＨＰ 

   北見赤十字病院ＨＰ 

    

■遠軽町から旭川市・北見市への救急搬送比率 

資料：網走開発建設部

 北見赤十字病院 
※網走支庁の３次医療

施設 
【診療科目】 

内科、消化器科、精神神経科、循

環器科、小児科、外科、整形外科、

形成外科、脳神経外科、皮膚科、

泌尿器科、産婦人科、眼科、 耳

鼻咽喉科、放射線科、麻酔科

 旭川赤十字病院 
※上川支庁の３次医療

施設 
【診療科目】 

内科、精神科、呼吸器科、消化器科、

循環器科、小児科、外科整形外科、形

成外科、脳神経外科、心臓血管外科、

泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉

科、リハビリテーション科、放射線科、

麻酔科、神経内科、歯科、歯科口腔外

科

●診療科目数：２１科 

●病床数  ：６５７床 

●診療科目数：１６科 

●病床数  ：６８０床 

支庁境を越える 

オホーツクの救急医療に貢献
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客観的評価指標⑤ 

「並行区間等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できる

バス路線が存在する又は新たなバス路線が期待できる」 

札幌・旭川とオホーツク圏を結ぶ都市間バスは、９路線、１日

２７往復運行し、年間約３６万人が利用する重要な公共交通機関

となっています。特に札幌市と遠軽町を結ぶ都市間バス高速えん

がる号は、旭川・紋別自動車道の延伸整備により平成１９年４月

より札幌市と遠軽町を直接結ぶ直行便が新設され、遠軽町から先

の上湧別、中湧別まで延長運行されております。 

また、札幌⇔知床線イーグルライナーが、石北峠ルートから通

行止めリスクの回避、運転性の向上を理由に旭川・紋別自動車道

経由に変更しました。 

当該事業の整備より、都市間バスの定時性の確保が図られ、バ

ス利用者の利便性向上に寄与することが期待されます。 

 

 
■高速えんがる号・札幌⇔知床線イーグルナイナーの運行状況 

【高速えんがる号(直行便)利用者の声】 

 旭川・紋別自動車道の整備により、札幌へ行く回数が増えました。 

 札幌で買い物の時間が長くとれるようになりました。 

【バス事業者の声】 

高速えんがる号直行便は、旭紋道の整備により、移動時間の短縮や安全性・快適性・利便性の向上が図られること

から、運行を開始しました。 

イーグルライナーは、通行止めリスクの回避、運転性の向上を目的に、石北峠経由から旭川・紋別自動車道に変更

しました。 

都市間バスの定時性の確保 

バス利用者の利便性向上寄与
 

平成１９年４月１日から高速えん

がる号に中湧別発着の札幌直行便

が１往復/日新設されました。 

高速えんがる号（札幌直行便） 
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客観的評価指標⑥ 

「特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアク

セス向上が見込まれる」 

網走支庁における木材・木製品製造業出荷額は、約３２０億円

（Ｈ１８）で、道内１位となっており、苫小牧港を利用した木製

品移出量は、遠軽町が第３位となっています。 

遠軽町には、国内ピアノ生産台数の約７割を占めるピアノ木製

部品を製造するメーカーが立地しており、材料の輸入原木や製品

は、苫小牧港を経由し輸送されています。精密さと均一性を要求

されるピアノ木製部品は、揺れや振動に弱く、急カーブの少ない

安定した輸送ルートが望まれています。 

当該事業の整備により、苫小牧港への輸送の迅速性、安全性が

向上し、オホーツク圏の木製品流通の利便性向上が期待されます。 

 

 

165

120

90

55
45 45
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苫小牧市 札幌市 遠軽町 北見市 森町 東川町

（ｔ）

４位
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２位

３位

５位 ５位

遠軽町

原木
379ｔ

(37％)

製材
279ｔ

(27％)

鋼鉄
128ｔ

(12％)

木製品
80ｔ

(8％)

その他
172ｔ

(17％)

H16.10
輸入合計
1,038ｔ/月

資料：陸上出入貨物実態調査(H16) 

（平成16年10月1日～31日までの1箇月調査） 

■苫小牧港におけるオホーツク 

への貨物流動（輸入） 

■苫小牧港における木製品 移出貨物取扱量 

資料：遠軽町木材木製品メーカー（H18） 

資料：陸上出入貨物実態調査(H16) 

（平成16年10月1日～31日までの1箇月調査） 

■ピアノ木製部品・原木輸送ルート 

【輸入原木】 
苫小牧港→遠軽町

20 t トラック 

9 台／月 

【ピアノ木製部品】
遠軽町→苫小牧港 

20 t トラック 
8 台／月

木材木製品

メーカー 
（遠軽町） 

【遠軽町木製部品メーカーの声】 

 約１年間と長い製造期間と専門技術を要するピアノ響板に、

輸送途上で損傷が生じることは経済的な損失だけではなく、納

入先の信頼の面からも絶対に避ける必要があります。このた

め、輸送時の揺れや振動を極力抑えた慎重な運転に細心の注意

を払っています。 

 旭川・紋別自動車道の整備により、国道の急カーブ部を回避

した、ピアノ木製部品の一層の安定輸送が可能となり、早期の

整備を期待しています。 

 《年間出荷台数5.8万台》

国内ピアノ生産の約７割 
※国内ピアノ生産台数約８万台
 

世界ピアノ生産の約１割 
※世界ピアノ生産台数 

約 50～60 万台 

網走支庁
317.2億円
(19.7％)

全道
木材･木製品

出荷額
1,610.4億円/年

上川支庁
221.7億円
(13.8％)

胆振支庁
195.6億円
(12.1％)

空知支庁
194.8億円
(12.1％)

釧路支庁
167.7億円
(10.4％)

その他
513.5億円
(31.9％)

■木材･木製品製造業出荷額(H18) 

資料：工業統計調査 

全道１位 

遠軽町 ３位 

国内シェア７割の

ピアノ木製部品の

安定輸送に寄与

主に原木、 

製材 
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客観的評価指標⑦ 

「対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワー

ク計画又は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがある、又は

地震防災事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸

送道路」という）として位置づけあり」 

旭川・紋別自動車道の供用区間、および当該区間に並行する国

道３３３号は、緊急輸送道路ネットワーク計画において「緊急輸

送道路」に位置づけられております。 

当該事業の整備により、幹線道路ネットワークが多重化し、防

災対策や危機管理の充実に寄与します。 

 
ｓ 

 

※緊急輸送道路ネットワーク計画 
：災害対策基本法、及び地震防災対策特別措置法に基づき策定 
● 第一次緊急輸送道路とは、県庁所在地、地方中心都市及び重要港湾、空港、総合病院、自衛隊、警

察、消防等を連絡する道路 
● 第二次緊急輸送道路とは、一次緊急輸送道路と市町村役場、主要な防災拠点（行政機関、公共機関、

主要駅、港湾、ヘリポート、災害医療拠点、備蓄集積拠点、広域避難地等）を連絡する道路 
● 第三次緊急輸送道路とは、その他道路（第一・第二次緊急輸送道路と防災拠点を相互に連絡する道

路） 

資料：北海道緊急輸送道路ネットワーク計画書 

（北海道緊急輸送道路ネットワーク協議会）

■緊急輸送道路と防災拠点 

※ 図は、緊急輸送道路のうち、高速道路、国道、主要道道のみを示しています。 
※ 緊急輸送道路により、連絡する防災拠点のうち地方公共団体、指定地方行政機関、自衛隊、災害医

療拠点を示しています。 
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客観的評価指標⑧ 

「対象道路の整備により削減される自動車からのＣＯ２排出量」 

ＣＯ２排出量は、整備無では４，６５５，４００（ｔ‐ＣＯ２

／年）ですが、当該事業の整備により４，６４８，４５７（ｔ‐

ＣＯ２／年）となり、整備されない場合に比べ６，９４３（ｔ‐

ＣＯ２／年）の削減が見込まれます。 
 

※対象地域：網走、上川、胆振、日高、十勝、釧路、根室支庁 

※平成４２年将来交通量推計を基に算出 
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客観的評価指標⑨ 

「その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さな

い効果が期待される」 

平成１７年１０月に遠軽町、白滝村、丸瀬布町、生田原町は市

町村合併にて遠軽町と広域な行政エリアとなり、効率的な行政の

確立を図るべく、ゴミ処理やし尿処理の行政サービスを広域事業

で行っています。 

当該事業の整備により、旧白滝村から遠軽町市街地へのアクセ

スが向上し、広域行政の取り組みがより効率的に推進されるとと

もに、人員や車両の削減による経費削減が期待されます。 
 

 

 ■市町村合併（遠軽町）の状況と広域行政サービスの状況 

【遠軽町の声】 

行政サービスの広域化に伴い、旭川・紋別自動車道の利用による移動時間の短縮等により、コスト縮

減が図られました。 

今後も整備がすすめば、利用すると思われます。とくに旭川紋別自動車道 浮島～遠軽間が整備されれ

ば、人員や車両の削減による経費削減につながることが期待されます。 

行政サービスの効率化、 

経費削減に期待 
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（２）事業の投資効果 

費用便益分析の結果（事業全体）  

計画交通量 

（台／日） 
車線数 

１２，４００ ４ 

 

①費用 

 事 業 費 維持管理費 合  計 

基 準 年 平成２０年 

単 純 合 計 ５９０億円 １２２億円 ７１２億円

基準年における 

現在価値（Ｃ） 
６３６億円 ４５億円 ６８１億円

 

②便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合 計 

基 準 年 平成２０年 

単 年 便 益 

（初年度便益） ６８億円 ５．８億円 ３．４億円 ７８億円

基準年における 

現在価値（Ｂ） １，１５６億円 ９９億円 ５８億円 １，３１２億円

 

③結果 

費用便益分析（Ｂ／Ｃ） １．９ 

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
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費用便益分析の結果（残事業）  

 

①費用 

 事 業 費 維持管理費 合  計 

基 準 年 平成２０年 

単 純 合 計 １１８億円 １２２億円 ２４０億円

基準年における 

現在価値（Ｃ） 
１０６億円 ４５億円 １５１億円

 

②便益 

 
走行時間 

短縮便益 

走行経費 

減少便益 

交通事故 

減少便益 
合 計 

基 準 年 平成２０年 

単 年 便 益 

（初年度便益） ３５億円 １．２億円 １．０億円 ３７億円

基準年における 

現在価値（Ｂ） ５８９億円 ２１億円 １８億円 ６２７億円

 

③結果 

費用便益分析（Ｂ／Ｃ） ４．２ 

注）費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。 
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３．事業の進捗の見込み 

当該事業は、平成６年度に事業化し、平成１１年度に工事着手

しています。 

今後の見込みについては、引き続き事業が順調に進んだ場合、

平成２０年代前半に暫定２車線供用を予定しています。 
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４．コスト縮減及び代替案立案等の可能性 

当該事業においては、以下のコスト縮減に取り組んでいます。 

■取り組み施策 

施策名 内容 

設計手法の見直し 橋梁形式の見直し 

建設副産物対策 現地発生材（伐根物）の法面植栽への有効活用 

また、これまでの取り組みを継続実施することに加え、公共事

業の全てのプロセスをコストの観点から見直す「国土交通省公共

事業コスト構造改革プログラム」に取り組むこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設計手法の見直し〔橋梁形式の見直し〕 

◆ 耐久性の高い合成床版を利用した開断面箱桁形式の採用により、鋼材使用量や材片数の削減が可能

となり、製作や架設に要するコストの縮減が図られます。 

従来 見直し

■建設副産物対策〔現地発生材（伐根物）の法面植栽への有効活用〕 

◆ チップを使用することで耐久効果があり、降雨時の土砂浸食を防止できます。また、保温・保水効

果により長期的な発芽・育成に優れ、周囲に自生する植物の種子を法面に誘導し、緑化することか

ら環境保護に有効です。 

◆ 基盤材材料費、伐根物処理費が不要となりコスト縮減となります。 

従来 見直し

産廃処理
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５．関係する地方公共団体等の意見 

地元自治体で構成する期成会が、事業促進の要望を行っていま

す。 

 

期成会等名称 会長 主な構成メンバー 要望内容 

網走支庁管内 

総合開発期成会 

網走市長 

 

北見市、網走市、紋別市、

大空町、美幌町、津別町、

斜里町、清里町、小清水町、

訓子府町、置戸町、佐呂間

町、遠軽町、上湧別町、湧

別町、滝上町、興部町、西

興部村、雄武町の首長及び

議会議長 

管内は、広域分散型の地域社

会を形成し、都市間距離が全国

と比較して長く、観光・農林水

産物輸送等産業活動において

大きなハンディキャップがあ

り、物流の効率化、空港・港湾

等物流拠点へのアクセス性の

向上、観光産業の振興や地域間

交流の活性化、救急医療への貢

献などを進める基幹施設とし

て、整備促進等を要望。 

(平成２０年度要望有) 

西紋別地区 

総合開発期成会 

紋別市長 

 

紋別市、滝上町、興部町、

雄武町、西興部村の首長及

び議会議長 

道央圏・道北圏が高速交通ネ

ットワークで結ばれ、物流・緊

急医療・商圏拡大等で当地域は

勿論、北海道の活性化を促し、

発展に寄与するため早期整備

を要望。 

(平成２０年度要望有) 

国道２７３号 

整備促進期成会 

滝上町長 

 

紋別市、滝上町、上士幌町、

上川町の首長及び議会議

長 

豊富な資源と広大な面積を

有する当地域の一層の発展を

図るためには、産業経済活動の

基盤であります道路網の整備

が不可欠であり、特に立ち後れ

ている高速道路体系の基軸を

形成する高規格幹線道路網の

整備をはかることが、緊急かつ

重要な課題であり、早期整備を

要望 

(平成２０年度要望有) 
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期成会等名称 会長 主な構成メンバー 要望内容 

高規格幹線道路旭

川･紋別自動車道早

期建設促進期成会 

紋別市長 

 

紋別市、旭川市、上湧別町、

興部町、遠軽町、湧別町、

滝上町、佐呂間町、西興部

町、雄武町、愛別町、比布

町、上川町の首長及び議会

議長 

現国道３３３号の冬期地吹

雪による交通障害を解消し、交

通安全の確保を図るとともに、

中核都市旭川市と遠軽町が北

海道縦貫自動車道にも連絡し、

道央圏・道北圏が高速交通ネッ

トワークで結ばれ、物流・緊急

医療・商圏拡大等で当地域が勿

論、北海道の活性化を促し、発

展に寄与するため早期整備を

要望 

(平成２０年度要望有) 

北海道上川地方 

総合開発期成会 

名寄市長 

 

名寄市、旭川市、士別市、

富良野市、鷹栖町、東神楽

町、当麻町、比布町、愛別

町、上川町、東川町、美瑛

町、上富良野町、中富良野

町、南富良野町、和寒町、

剣淵町、中川町、下川町、

美深町、占冠村、音威子府

村の首長及び議会議員 

広大な面積を有する本道の

地域間の均衡ある経済の発展

と生活領域の拡大を図る上で

必要不可欠な社会資本として、

高規格幹線道路網の整備建設

が重要課題であるため整備促

進を要望 

（平成２０年度要望） 

旭川市 旭川市長 

 

旭川市 道北圏とオホーツク圏を結

ぶ高速ネットワークを図るた

め建設促進を要望 

（平成２０年度要望） 
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６．対応方針（案） 

旭川・紋別自動車道 白滝丸瀬布道路は、以上のことを勘案すれ

ば、「事業の必要性」「事業の進捗の見込み」「コスト縮減及び

代替案立案等の可能性」の視点により、当初から事業の必要性、

重要性は変わらないと考えられることから、事業継続とする。 

 
 


